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　地産地消とは、国内の地域で生産された農林水産物（食用に供
されるものに限る）を、その生産された地域内において消費する
取組で、食料自給率の向上に加え、直売所や加工の取組などを通
じて、６次産業化にもつながるものと定義されています（農林水
産省ホームページより）。農林水産省では、地産地消の具体的な
取組として、次の４つのことをあげています。
　①直売所での地場農産物の直接販売
　②地場農産物を活用した加工品の開発
　③学校給食や社員食堂での地場農産物の利用
　④地域の消費者との交流・農業体験活動
　地産地消のメリットとして、生産者としては、たとえ特産品が
なくとも、少数多品種生産が可能になり、一定の現金収入をもた
らし、地元の農畜産家が元気になります。その結果、農地などの
保全にも繋がり、６次産業化が進めば、地域はさらに活性化する
ことになります。
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　農業や畜産業などは、第１次産業に分
類され、農畜産物の生産を行うものとさ
れています。
　６次産業化とは、農畜産物などの生産
だけでなく、食品加工（第２次産業）、流
通・販売など（第３次産業）にも生産者
が主体的かつ総合的に関わることによ
り、今まで第２次・第３次産業の事業者
が得ていた加工費や流通マージンなどの
付加価値を、生産者自身が得ることに
よって農業を活性化させようとするもの
です。このような経営の多角化は、地域
の活性化にも繋がることが期待されてい
ます。
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　フード・マイレージは、食料の総重量と輸送
距離を乗じて数値化したものです。フード・マ
イレージの考え方は、１９９４年に英国の消費者運
動家であるティム・ラング氏が提唱した「フー
ド・マイルズ」に基づいています。
　フード・マイルズは、生産地から食卓までの
距離が短い食べ物を食べることにより、輸送に
ともなって発生する二酸化炭素（��２）などの
温室効果ガスの排出量を少なくして、環境への
負荷を小さくしようとするもので、地産地消に
通じる部分があります。
　フード・マイレージの算出方法は、輸入相手国（輸出国）別の食料輸入量（�）に、輸出国から輸入国までの輸送
距離（㎞）を乗じたものがフード・マイレージ（�・㎞：トンキロメートル）となります。フード・マイレージが高
い国ほど、食料の輸入などにかかる環境負荷が大きいと言えます。２００４年の輸入食料に関する国別のフード・マイ
レージを見ると、アメリカが約３０００億�・㎞、韓国でも約３２００億�・㎞ であるのに対して、日本は約９０００億�・㎞ と

他国と比べて格段に高くなっています。
　日本の食糧品輸入品目別の割合（左図）を見ると、穀物
（飼料穀物を含む）が約５１％、油糧種子が約２１％と、この
２品目で約７割を占めています。油糧種子というのは、油
を搾る目的で生産される作物のことで、ゴマ、大豆、菜種、
ピーナッツ、ヒマワリ、トウモロコシ、オリーブなどがあ
げられます。日本はこの穀物と油糧種子の大半をアメリ
カ・カナダ・オーストラリアなどの遠方国から海上輸送を
主な手段として輸入しており、フード・マイレージが高く
なる要因となっています。

穀物 
51％ 

油糧種子 
21％ 

肉、魚類　7％

野菜、果実　4％

コーヒー、茶、砂糖　3％

飲料、酒　2％
その他 
12％ 
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わがまちの環境を考える環境課環境グループ　
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　ケーススタディとして、産地別の小松菜で、フード・マイレージと二酸
化炭素排出量を計算してみましょう。①那珂市②埼玉県上尾市③中国山東
省安丘市から小松菜１㎏を輸送する場合で比較してみます。

輸送手段輸送距離産地

トラック３㎞①那珂市

トラック１４０㎞②埼玉県上尾市

トラック６００㎞、コンテナ船１８００㎞２４００㎞③中国山東省安丘市

　フード・マイレージは、輸送量に輸送距離を掛けた値です。今回は輸送量が１�㎏ なので、那珂市産の小松菜の
フード・マイレージは、１㎏�３㎞＝３㎏・㎞です。同様に、埼玉県産は１４０㎏・㎞、中国産は２４００㎏・㎞となり
ます。
　次に二酸化炭素排出量を計算します。二酸化炭素排出量は、�������	
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����������������をフード・マイレージの値に掛けることで求めることができます。那珂市産の小松
菜では二酸化炭素排出量は、３㎏・㎞�０．１８／㎏・㎞＝０．５４����２、同様に埼玉県上尾市産は２５．２����２、中国山東
省安丘市産は１４４����２となります。すなわち、那珂市産の小松菜と比較すると、埼玉県上尾市産だと約２８倍、中国
山東省産だと約１６０倍の二酸化炭素を排出することになります。二酸化炭素排出係数は、自動車か、船舶かといった
輸送手段によっても異なりますので、その点にも留意する必要があります。

　普段食べているご飯と食パンのフード・マイレージと、排出される二酸化炭素量を求めて
比較してみましょう。ご飯（米）は茶碗１杯（１００�）とし、産地は那珂市で、輸送距離は３
��、輸送手段はトラックとします。一方、食パン（小麦）は２枚（８０�）、産地はアメリカ、
輸送距離は１万８０００��、輸送手段はコンテナ船とトラックとします。（うち輸送距離はコン
テナ船で１万６０００��、トラックで２０００��）
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※答えはページ下です

　地産地消のメリットは、消費者としては、新鮮な食材を入手できることや栄養価が高くおいしい旬の食材を入手
できることがあります。また、生産者の顔が見えるので、｢食の安全｣を保つことができます。これにより、「食」に
関する知識と選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができます。
　さらに、地産地消により国内で自給できる農畜産物の消費が増え、食料自給率の向上につながります。また、海
外輸入に依存している飼料穀物や大豆などの消費量が減ります。
　地産地消、さらに６次産業化は、「外へ流出していた物流費が地元の農畜産家の収入に代わる」効果のある経済政
策なのです。
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１００�＝０．１㎏
０．１（㎏）�３（㎞）＝０．３（㎏・㎞）
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０．３（㎏・㎞）�０．１８（排出係数・トラック）
＝０．０５４（����２）
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１４４０（㎏・㎞）��１６０００（㎞）�０．０２（排出係数・コンテナ船）　　　　　　��１８０００（㎞）
＝２５．６����２
１４４０（㎏・㎞）�����２０００（㎞）�０．１８（排出係数・トラック）　　　　　　��１８０００（㎞）
＝２８．８����２
　２５．６（����２）＋２８．８（����２）＝５４．４（����２）

８０�＝０．０８㎏
０．０８（㎏）�１８０００（㎞）＝１４４０（㎏・㎞）
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